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人　口5，916人「一62

　男　2，832人一39．

　女3，084人1－231

世帯数し719戸1－1（h
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　　　　は対前目比

“牧＊焼9’始まる

平成3年

5

　牧水公門内に門門が進められて．’た一陶秀の家一と一攻氷：境窯」づ完或

し．3月30Eヨ，攻水焼窯の火入式が行われました。

　瑠工として．甲勢ケ浜塚勇の友清国夫さんを招へ：．’して行うこ∬ξ弄尭

設は、今後、児童生徒の体験学習や高齢者の生きが∵．づくりなどにも舌再

される予定です。

　なお、この兎設ま、具の一2／世紀の売野村づくり事美」の補鋤を受けて

暉暉されました。

摘みてはすて摘みてはすてし野の花の
　　　我等があとにとほく続きぬ
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干しく個舩臼濁囲窓（署霞圖～4月1日から～
　東郷町では、4月から組織機構の改革を行いました。

まず総務課内に管財係を新設しました，また従来の住民課から福祉係と衛生水道係を独立させて、住民課と福

祉生活課に分けています，そして、衛生水道係については環境衛生係と水道係に分かれます、さらに開発整備

課内の農地整備係が耕地係となって農政課へ、地籍係が税務課へと編入され、開発整備課は建設課となります

　また職員の異動が実施されましたので配置についてお知らせします。

職員配置一覧表 主査……雀　　主任技術員・一・E

課 課長・局長 補　　佐　1主　　幹　　係　　名　　　係　　　長　　　　　　　　課　　　　　　　　　　員　　　　　　1総数

総
務
i

山本一正　川越　　洋

@　　　… 管　　財　　三浦信代…劇植野浩人

1総務…繭・1越洋．糟響庶民轟、鮮本証少。嘱託，8電子計算　廉口ll越　　洋　寺原酒保　繭植野浩人　兼・1・林英明　兼若杉健司．9

企　　画．劇吉田重一 福田幸一　松掛芳美　　　　　　　　　　　　　　　　　　　56
鵬吐出希；吉田重一

財　　政2　山口佐知男 小林英明

1　　　　　　　　　　　　　課 税．藁三浦正教1 若杉健司　甲斐由美
税
i
寺
原
弘
勝
三
浦
正
教
務
i

i地　　籍　劇海野誓生1片江豊春

海野誓生：固定資産　　寺原政志1清水昭生　兼属官健司　劇甲斐由美　　　　　　　8

劉小林錬一
保険年金：　天野　　続…海野雅彦　策野澄代

1住　　民．繭小林錬一…㊧平野久栄　若藤公生　廉暖野澄代　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　6

福
祉
生
活

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　赤木ツヨ子：黒木青男

ｫ。征郎．

@　　　福祉…・欄舗；無二姥三冠　　　　1，D　　　　　　　　　　　　　　　　　　環境衛生旨　海野茂実…三輪千穂　一政多栄子　矢野貴之新採用．　　　　　　　　　　　　　　　　水　　道旨兼1海野茂実1寺田雅彦　兼：1矢野貴之

農
　
政

日高今朝利1海野修一…平野宇市…農

振　　興　繭平野宇市：矢野隆博噺採用〕

政1　海野修一1三浦練一　三浦浩司　　　　　　　　　　　　　　9
…　　　　　　i耕　　地 椎田幹男．i吉田健二　西田宗吉

会 園日高今朝租 i　　　　　I庶務農地 山田重男 1

黒木孝利 三浦元生　＠：黒木勝己　（兼〕池田正信　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　5
林
政 小野三千樹 i森林土木 菊池輔弘

1　　　　　　　　　　　　管　　理旨 閑岩崎寿男 垂垂貞雄　⑯池田正信　劇黒木勝巳　　　　　1建
　
設

都甲哲郎！岩崎寿男．　　　　　　土　　　　I

@　　　I　　　：
木．劇岩崎寿男． 劇児玉　明　　　　　　　　　　　　　　　　　　5

1建　　築　　　児玉　　明．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2

老
人
ホ
ー
ム

　　　　1　　　　　　　　　　　　　指導員；劇岩田定夫…：寄黒木由美子　㊧阿万富子

r砂建一1　；岩・定夫寮母…　　難農繁禁池久美子蜘トキ子11
給　　食　　　　　　　E㊧塩月　嬰　直野廣代　佐藤敦美

病院　　　　　　　　　　　　　　　　　　…事　　務　　　　　　　　1塗木里美　伊藤浩二

．レントゲン栄養士　　　　　　　　旨釜井川幸雄　池田陽子病
　
　
　
院

　　　　　1@甲斐敏弘…

@鬼塚義久1
@　　　　…局長畝原孝徳…　　…

　　　　　　　　　　　　　　　　　露岩崎文重　馬原ひとみ　青山恵．∫一中村まり子　17
沿苡繿h代子；看護婦　　　　　　　　　児玉洋子　橋本シマ子　池口美都代　黒木美千代　D　　　　　：　　　　　　　　　　　　　　　　　酒井やつ了一

調理員　　　　　　　　悪塩月睦美　往池田慶子
出納 i　　　　　I　　　　　　会　　計　　　甲斐まち子！海野真理　　　　　　　　　　　　　　　　　　2
議会 矢野昌明…　　　　　　1　　　　　　　　　　　　　　　　　　巨霊仁田優子　　　　　　　　　　　　　　　　　　2

教
育
委
員
会

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「東中ド高橋亜紀子　　　　　　　　　　　　　　　　総務学校．

@　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．東小）＠：田中　馨
@　　　　黒木幸男　　　　　　　　　　　　　　　　　1寺小｝：㊧黒木ピサ子　⑦白川和代

V名淳一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　束　　郵　　橋口洋子　鎌田恵智子　　　　　　　　　　　　　15

@　　　　　　　　　　　　　　　幼稚園　　　坪　　　谷　　　林　恭子　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1～．

@　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　寺　　追　　工藤厚子

繭黒木幸男…糸平和紀　⑳川越キョ子

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　黒木真由美1新採用1時任孝俊r派；
膜賜贒�@　　　　　　　社会教育　　　中谷　　敏　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　黒木　男1社：指｝高木恵子1社日1

斐給

^食

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　⑰小林ミチ子　川崎麗加　甲斐智栄子　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　6那須文美　　　　　　　　　　　　　　調理員　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　横田由美　高山干里

※太字は今回の異動者
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上出f中門仲＿長庭吉中落山寺＿組ド越坪仲羽田八森鶴小福寺区
　　　　　　福　　牟　　ノ　調合渡　　　　　重野山野
一口三ニー瀬崎田田尾西幽幽迫長川表谷深坂野原内内田瀬迫長
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瀬
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1

〔
小
野
田
区
〕

大
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又
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〔
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田

中
水
流
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睡

中
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大
工
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オ
モ
ダ
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〔
八
重
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〕
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上
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中
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下
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原
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那
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敏
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上
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成
人
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原
国
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原
正
二
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雅
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ロ
ム

↓
↑
　
　
壬
T
弓

畝
原
房
子

東
村
カ
ズ
ミ

村
田
定
久

桑
田
幸
三

小
林
五
美

寺
原
陽
子

高
森
長
久

石
田
幸
雄

長
渡
誠
也

藤
原
　
浩

是
則
三
男

黒
木
勝
国

高
尾
昭
一

谷
口
幸
広

塩
月
秀
幸

〔
迫
野
内
区
〕

地白東西鹿

内上下谷瀬
〔
田
野
区
〕

田
　
野

蕨
　
野

稲
葉
野

〔
羽
坂
区
〕

壮
丁

刀
　
　
反

」
づ
　
　
十
ノ

沖
之
水
流

井
　
尻

小
長
野

壷
　
頼

日
下
道

樋
　
田

〔
仲
深
区
〕

下
仲
瀬

久
居
門

下
水
流

深
　
谷

野
々
崎

〔
坪
谷
区
〕

東
石
原

西
石
原

山
口
　
智

稲
田
宝
蔵

井
本
幸
男

三
浦
花
子

酒
井
京
一
郎

矢
野
　
明

矢
野
　
満

中
井
　
泉

芋
原
章
一

黒
木
　
太

寺
原
修
二

清
水
　
樹

三
原
武
雄

佐
藤
春
美

甲
斐
　
進

さらに8戸完成

刃　　　響

鈍駅

谷
口
末
弘

黒
木
勘
市

稲
田
喜
長

岩
野
利
弘

田
口
峰
男

黒
木
　
栄

佐
藤
輝
夫

平
池
常
美

～又江野団地～

爾臥．罐．

　
平
成
二
年
度
事
業
で
、
町
営
住
宅
又
江
野
団
地
に
、

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
二
階
建
の
住
宅
が
新
た
に
八
戸

完
成
し
、
三
月
二
十
七
日
、
竣
工
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
．

　
こ
れ
で
、
昨
．
年
｛
元
成
し
た
十
戸
と
合
わ
せ
十
八
戸
の

又
江
野
団
地
と
な
り
ま
す
。

　
な
お
、
今
年
度
は
鶴
野
内
（
下
村
）
に
、
町
営
住
宅

が
十
戸
建
設
さ
れ
る
予
定
で
す
。

平
成
一
一
一
年
度
の
区
長
・
組
合
長
が
次
の
と
お
り
決
ま
り
ま
し
た
。

年
間
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

一年
間
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す

組
合
長

区

長

本
　
村

赤
井
笠

上
野
原

中
　
　
六
可

f
　
　
　
山

多
武
ノ
木

一
谷
原

市
谷
川
崎

瀬
　
平

下
田
＋
右
衛
門

挾
間
勝
利

稲
田
英
雄

那
須
郁
雄

矢
野
．
国
明

海
野
洋
文

矢
野
　
周

那
須
昭
春

〔
越
表
区
〕

中
水
流

田
口
八
ッ
山

児
洗

一
松
露

〔
下
渡
川
区
〕

下
渡
川

田
中
　
守

甲
斐
　
実

山
本
達
雄

藤
井
次
男

甲
斐
　
進
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断
再
欝
脚
結
”
．

．
敏
職
員
0
畏
勤

転
入
・
新
採
用

東
郷
小
へ

　
養
教
　
稲
村
美
智
代
（
北
郷
中
）

坪
谷
小
へ

　
教
頭
　
津
嘉
山
　
忍
〔
今
町
小
）

　
教
、
測
　
内
藤
博
文
　
　
（
福
島
小
）

　
　
　
安
藤
真
理
子
〔
大
王
谷
小
）

越
表
小
へ

　
校
．
長
　
松
本
　
忠
　
　
〔
北
方
中
）

寺
迫
小
へ

　
教
頭
　
平
田
　
睦
　
　
（
森
永
小
）

　
教
諭
　
白
一
■
誠
一
郎
（
延
岡
南
小
）

　
　
　
藤
中
洋
子
　
　
戸
南
方
小
）

東
郷
中
へ

　
校
長

　
教
頭

　
教
諭

板
垣
重
雄

佐
保
藤
男

土
屋
紀
子

石
田
俊
司

中
腰
慶
吾

安
藤
祥
子

新新北憶県
採親方　教
用用中中委

転
出
・
退
職

東
郷
小
か
ら

　
教
諭
　
岩
野
洋
子
　
　
（
門
川
小
）

　
養
教
　
山
口
真
由
美
（
神
門
小
）

　
講
師
　
武
田
由
紀
子
（
退
　
職
）

坪
谷
小
か
ら

　
教
頭
　
白
石
昌
興
二
ヶ
岡
小
）

　
教
諭
　
関
屋
　
秀

　
一
　
　
　
’
卍
旧
尺
“
兄
．
L
J

　
一
　
　
　
　
乏
T
ご
で
』
1
．

越
河
小
か
ら

　
校
長
　
矢
野
隆
男

寺
迫
小
か
ら

　
教
頭

　
教
諭
　
長
嶺
保
予

r尋・　A．曹

早晶
川局
小小

〔
退
職
）

長
嶺

保
了一

新
原

澄
雄

　　東

同海
岡東
・」・小

5月5日一11日は児童福祉週間です

　児童福祉週間にちなんで県では、5月5日のこどもの日に下記

の各県立施設を無料で開放します、

◎こどもの日の無料開放施設一覧

　
教
諭
　
土
屋
淳
子
　
　
（
富
高
小
）

　
講
師
　
安
藤
温
子
　
　
（
退
　
職
）

東
郷
中
か
ら

教教校
冒頭長

争講
コ師

壱
岐
喜
夫

池
田
幹
夫

黒
木
幸

松
原
ん
竺

林
武
己

坪
衙
中
か
ら

　
教
頭

　
教
諭
　
稲
沢

（
県
教
委
）

（
退
　
職
）

（
四
家
中
）

（
南
郷
中
）

〔
退
　
職
｝

中
馬
越
一
馬
〔
細
野
中
｝

　
　
四
脚
　
　
　
〔
山
石
脇
中
）

対　象　施　設 ・開放時間・ 無料対象者 利用一ヒの注意

宮崎県立総合博物館 9：DU～16：3⊂1

中学生以下の

西　都　原　資　料　館 9：ゼ1ト16：3（1
児童のみ

宮崎県総合運動公園 9：〔1ト16：〔｝U

中学生以下の

剴ｶ及びその

ﾛ護者

丁運動広場
O
テ
ニ
・
・
一
ト
宮
温
水
プ
ー
ル
〕

宮崎県興亜熱帯植物園 8：3i．ト17：〔1〔1
中学生以下の

剴ｶのみ

宮　崎　県　体　育　館 9：3〔ト／5：3〔1

中学生以．ドの

剴ｶ及びその

ﾛ護者

ユニ卓∫求3ゆ　2バドミン

gン：3．　※用具、運動

Cを持参のこと

動
議
◎
㊨
勤

東
郷
メ
デ
ィ
キ
ッ
ト

　
　
株
式
会
社

　
東
郷
町
大
字
山
陰
丁
一
．
一
じ
番
地

　
　
　
　
容
6
9
）
2
1
5
7

　
代
表
取
締
役
社
長
　
中
島
弘
明

○
設
立
年
月
日
は
？
・

　
昭
和
四
卜
六
年
六
月
で
す
．
．

o
現
在
の
従
業
員
数
は
？
・

　
二
百
名
〔
男
七
十
托
名
・
女
百
二

卜
一
名
）
で
す
．
一

〇
会
社
の
仕
事
の
内
容
は

　
医
療
用
具
製
造
工
場
で
、
人
工
腎

臓
用
血
管
留
置
カ
テ
ー
テ
ル
・
血

管
造
影
カ
テ
ー
テ
ル
・
カ
テ
ー
テ

ル
イ
ン
ト
ロ
ジ
っ
一
ー
サ
i
等
の
製

造
・
販
売
を
行
な
っ
て
い
ま
す
．
、

○
会
社
の
特
徴
は
？
・

　
東
郷
メ
デ
ィ
キ
財
ト
㈱
に
は
、

東
郷
工
場
と
日
向
工
場
が
あ
り
ま

す
．
．　

今
年
度
中
に
日
向
市
に
住
宅
2

戸
建
）
四
戸
、
独
身
者
及
び
世
帯
者

二
野
（
四
階
建
）
が
完
成
し
ま
す
。

ま
た
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
が
東
郷
・
日

向
両
工
場
に
、
野
球
グ
ラ
ウ
ン
ド

が
日
向
工
場
に
あ
り
、
社
員
の
福

利
厚
生
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
、

　
医
療
用
具
の
販
売
に
つ
い
！
、
は
、

②

世
界
一
レ
ヶ
月
一
ヒ
に
輸
出
し
て
お

り
、
海
外
研
修
に
も
毎
年
二
名
ず
つ

派
遣
し
て
い
ま
す
．

○
そ
の
他
に
何
か
あ
り
ま
せ
ん
か
？

　
工
場
内
に
は
、
軟
式
野
球
ク
ラ
ブ
・

硬
式
テ
ニ
ス
ク
ラ
ブ
・
華
道
ク
ラ
ブ
・

つ
り
同
好
会
・
ボ
ウ
リ
ン
グ
同
好
会
・

囲
碁
ク
ラ
ブ
等
が
あ
り
活
動
が
盛
ん

で
す
．
ま
た
年
一
回
の
社
内
旅
行
に

つ
い
て
は
、
壇
二
業
ロ
貝
の
音
心
見
♪
で
と
り

入
れ
て
、
三
ヶ
所
に
．
分
け
て
実
施
し

て
い
ま
す
．
．
特
に
海
外
に
は
既
に
香

港
に
行
∫
．
て
い
ま
す
が
、
今
後
も
企

画
し
て
い
ま
す
．

．「

　胴　　　　’．1一．㍗

、
つこ、

つ
と報町平成3年5月号〔）1

▼悪徳　祭
　4月1日、碩徳祭が行われました．当日は、役：場前の

飾棚の碑にその名を刻まれている新名馬治、高森順蔵、

奈須熊吉、黒木松美、塩月儀市、小野弘各氏の遺族と木
村町長をはじめ、関係者約40名が参列し、故人の遺徳を

偲びました．

、

譲
窓

、
、
鳶

き
…
…
一
』

・，

、
診
勘
’

．
鞠
整

議
瑠

　　

A
。
鯉
　
徹

義

軍
シ㌘
ノ，7

▼お別れ……宮交バス「下村線」
　宮交バスのバスセンター～下渡川．ド村線が平成2年度

末で廃止されることになり、3月31日、最終便到着後に

下渡川公民館でお別れ式が行われました、

　式では、町や地元の代表者があいさつをした後、地区
の了一どもから、宮交の緒方次長と本田運転手に花束が贈

られ、長い間お世話になったことの感謝の気持ちを伝え

ました。

▲戦没者追悼式
　4月3日、戦没者追悼式が成願寺で行われました．

　この追悼式は、西南戦争から太平洋戦争までの戦没者
395柱の冥福を祈るため、社会福祉協議会が毎年行ってい

るものです，当E｛は、遺族など約300名力参列し、しめ

やかに行われました．

、一r■■■■■闘■『■『■■■■同圏■■圏■「■■■■■■■
　　　　　　　　　在宅老人介誕音研傷会

▲老人介護を学ぶ
　3月29H、在宅老人介護者研修会が町の主催により開
催され、町内の寝たきり老人を介護している．ノ∫など約3（1

名が出席しました＝

　この研修会は、特別養護老人ホーム　牧水園一から講
師を招いて行われ、約2時間の講義と実演に出席者は皆

熱心に聞き入りました，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

レ樹齢200年のミツバツツジ

　
仲
卸
の
中
谷
芳
雄
さ
ん
か
ら
、
町

へ　

u
・
こ
ツ
バ
ツ
ツ
ジ
．
］
が
寄
贈
さ
れ
ま

一
“
た
．
．
　
こ
の
こ
、
ツ
バ
ツ
ツ
』
ン
は
柑
齢
一
一

百
年
以
」
の
た
い
へ
ん
貴
重
な
も
の
で

早
速
牧
水
公
園
に
植
え
ら
れ
、
訪
れ
た

観
光
客
の
目
を
楽
し
ま
せ
て
い
ま
す
．
．

（紅しだれ）＜
・
桜

・
滝

・
春

・
三

ま寄滝長
し贈桜さ日
たさ』ん向
舷禰繋

　牧た’改
　水れめ良
　公こす普
　園がら皮
　に乱し所
　植．幽いの
　え　’r徳
　ら町三永
　れへ春所

．
♂謡桜ワ

勤
鍵
三
賭
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　…一

点
搭
㈹

全
町
公
園

一
一

脚r
…
…
担
燐
鉢
漢

　
東
郷
町
に
名
所
が
］
つ
増
え
た
．
．

東
郷
大
橋
で
あ
る
．
．
僑
の
中
程
の
欄

干
に
も
た
れ
て
流
れ
る
水
を
見
る
の

が
好
き
で
あ
る
．
サ
ラ
サ
ラ
と
流
れ

て
い
る
　
川
の
中
の
石
も
は
r
．
き
り

見
え
る
．
夏
の
初
め
だ
と
鮎
の
泳
ぎ

も
見
る
こ
と
が
で
き
る
．
．

　
こ
の
橋
の
す
ぐ
上
手
は
以
前
は
黒

底
と
い
．
’
．
て
大
き
い
渕
が
あ
り
、
底

が
深
く
水
の
色
は
真
黒
で
恐
し
く
、

誰
も
こ
こ
で
は
泳
が
な
か
’
．
た
．
．
そ

　
　
　
で
よ
　
ノ
ヒ

の
渕
の
L
手
の
方
は
大
き
い
瀬
に
な

’、

ﾄ
い
て
大
波
、
小
波
が
立
ち
、
私

達
が
少
年
の
頃
は
大
波
く
だ
り
を
し

て
遊
ん
で
い
て
は
、
鮎
か
け
の
お
じ

さ
ん
達
に
大
声
で
ど
な
ら
れ
た
も
の

だ
’
．
た
．
．
川
石
も
大
き
か
’
．
た
の
だ

が
、
今
の
川
石
は
小
さ
く
な
’
．
て
し

ま
一
’
ノ
た
．
．

　
西
の
方
は
川
か
曲
が
り
く
ね
ズ
．
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゐ

大
工
野
で
見
え
な
く
な
り
、
西
の
八

狭
山
が
高
く
南
北
に
走
ズ
．
て
、
遠
い

向
こ
う
の
空
は
青
々
と
し
て
い
る
．

　
北
に
目
を
や
る
と
下
村
、
中
水
流

の
家
並
み
が
国
道
に
沿
∫
．
て
行
儀
よ

…
く
並
ん
で
い
る
　
真
北
の
立
山
の
姿

が
よ
い
．
一
真
下
に
大
橋
を
見
下
ろ
し

て
い
る
、
東
郷
小
学
校
の
校
舎
は
見

え
な
い
が
、
東
郷
中
学
校
、
鈴
峰
園
、

成
願
寺
は
よ
く
見
え
る
．
一
中
学
校
、

鈴
峰
園
の
白
亜
の
屋
根
と
、
成
願
寺

　
　
　
　
　
で

の
屋
根
の
反
り
が
と
て
も
美
し
い
．
．

　
竣
工
間
近
い
西
城
公
園
の
赤
茶
け

た
土
の
色
も
二
年
経
て
ば
、
青
色
に

変
色
す
る
だ
ろ
う
　
百
姓
］
揆
三
百

年
記
念
碑
も
、
高
台
に
あ
る
の
が
か

す
か
に
見
え
る
．

　
鶴
野
内
が
一
際
美
し
く
、
明
る
い

町
に
見
え
だ
し
た
の
も
、
こ
の
僑
の

お
か
げ
で
あ
ろ
う
　
鶴
野
内
パ
ッ
ト

会
が
、
こ
の
大
僑
の
提
防
に
桜
並
木

公
園
を
造
る
計
画
を
た
て
、
既
に
二

年
前
よ
り
植
栽
を
し
て
い
る
．
．
数
年

す
れ
ば
、
桜
ま
つ
り
が
始
ま
り
、
大

僑
は
一
段
と
名
所
に
な
る
こ
と
疑
い

な
し
と
言
え
よ
う
。

　
こ
の
大
橋
の
四
百
米
下
方
に
、
明

治
四
十
三
年
に
架
け
ら
れ
た
第
一
号

東
郷
橋
の
橋
脚
が
二
本
川
の
中
に
立

阜㌦蝋

叫　．礁
引受

▲東郷大橋

っ
て
い
る
。
歴
史
的
残
骸
で
あ
る
。

さ
ら
に
直
線
に
し
て
五
百
米
下
方
に

第
二
号
東
郷
橋
が
現
在
も
健
在
で
活

動
し
て
い
る
。

　
川
の
流
れ
は
大
き
く
右
へ
左
へ
と

湾
曲
し
て
又
江
野
の
町
下
を
流
れ
て

い
る
、
川
幅
も
こ
の
附
近
は
広
く
な

り
、
冠
岳
が
グ
ッ
と
か
ぶ
さ
る
か
の

如
く
．
覆
っ
て
い
る
．
そ
の
格
好
は
全

く
冠
を
か
ぶ
っ
た
山
と
言
っ
て
よ
い
、

　
い
い
と
こ
ろ
に
い
い
橋
が
で
き
た
．

憂
　
　
誉
　
　
噺
　
　
量
　
　
畳
　
　
噺
　
　
峯
　
　
斎
　
　
資
　
　
斎
　
　
蚤
　
　
　
　
　
誉
　
　
昏
　
　
曹

隔］
⑳
牧
水
歌
碑

宮
崎
市
の

　
歌
碑
め
ぐ
り

　
　
（
青
島
）

教
育
長

　
　
渡
辺
邦
彦

　
楮
…
榔
樹
の
古
樹
を
想
へ
そ
の
葉
蔭

海
見
て
石
に
似
る
男
を
も

　
明
治
四
十
年
六
月
、
早
稲
田
大
学

の
学
生
だ
r
．
た
牧
水
は
、
学
校
の
試

験
も
終
r
．
て
暑
中
休
暇
に
入
っ
た
の

で
、
同
月
二
十
二
日
帰
省
の
途
に
つ

き
ま
し
た
、
京
都
で
汽
車
を
降
り
友

人
の
下
宿
に
落
ち
つ
き
翌
日
か
ら
三

日
間
ほ
ど
京
都
見
物
を
し
、
そ
の
後
、

神
戸
で
親
戚
の
長
田
さ
ん
宅
に
泊
っ

て
い
ま
す
．
．
牧
水
は
そ
の
前
年
ま
で

帰
省
す
る
時
は
神
戸
・
細
島
間
の
汽

こ
れ
に
ホ
タ
ル
が
川
岸
に
、
あ
る
い

は
川
面
に
舞
い
飛
ぶ
風
景
に
で
も
な

れ
ば
、
夏
の
夜
涼
み
に
多
く
の
人
が

ど
れ
だ
け
楽
し
む
こ
と
に
な
る
こ
と

だ
ろ
う
。
こ
れ
こ
そ
全
町
公
園
ナ
ン

バ
ー
ワ
ン
と
言
っ
て
い
い
だ
ろ
う
．
．

　
私
は
こ
の
橋
を
通
る
た
び
に
、
必

ず
こ
の
欄
干
に
も
た
れ
る
こ
と
に
し

て
い
る
。

　
　
東
郷
町
文
化
協
会
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
都
甲
留
男

曹
　
　
蚤
　
　
畢
　
　
青
　
　
憂
　
　
憂
　
　
o
　
　
誉
　
　
竜
　
　
管
　
　
書
　
　
書
　
　
昏
　
　
管
　
　
一

船
を
利
用
し
て
い
ま
し
た
が
、
こ
の

時
は
船
旅
を
や
め
て
陸
路
中
国
地
方

を
廻
っ
て
帰
郷
す
る
こ
と
に
し
ま
し

た
．
．
牧
水
に
と
っ
て
は
、
初
め
て
の

　］

l
旅
で
あ
っ
た
わ
け
で
す
二
．
幾
山

河
」
や
「
．
け
ふ
も
ま
た
こ
こ
ろ
の
鉦

を
う
ち
鳴
し
」
の
名
歌
も
、
こ
の
旅

で
生
ま
れ
た
こ
と
は
前
に
紹
介
し
ま

し
た
。

　
さ
て
、
中
国
地
縫
か
ら
山
川
に
入

っ
た
牧
水
は
耶
馬
渓
に
遊
び
、
宇
佐

八
幡
宮
に
も
参
り
、
別
府
に
出
て
、

船
で
細
島
港
に
着
き
七
月
十
四
日
に

故
郷
坪
谷
に
帰
り
着
き
ま
し
た
、
帰

宅
し
て
み
る
と
言
立
蔵
は
都
井
村
に

出
張
診
療
に
行
っ
て
お
り
留
守
で
し

た
。
数
日
休
養
し
た
牧
水
は
都
井
の

父
に
会
い
に
行
こ
う
と
思
い
南
日
向

の
旅
に
出
ま
し
た
，
こ
の
旅
で
二
十

余
首
の
歌
を
作
っ
て
い
ま
す
が
、
こ

の
歌
碑
の
歌
は
そ
の
時
の
も
の
で
青

島
で
詠
ん
だ
歌
で
す
．
一

　
牧
水
は
た
だ
ひ
と
り
、
そ
の
青
島

に
遊
ん
で
、
ビ
ロ
ウ
の
老
樹
の
蔭
に

腰
を
お
ろ
し
、
海
を
眺
め
て
い
る
よ

う
で
す
が
、
「
石
に
似
る
男
一
と
詠

ん
で
い
る
の
で
、
長
い
時
間
、
身
動

き
も
せ
ず
、
じ
い
∫
．
と
海
を
眺
め
て

想
い
に
ふ
け
ズ
．
て
い
る
と
い
う
こ
と

が
わ
か
り
ま
す
．
．

　
そ
の
頃
、
牧
水
は
東
京
に
住
む
園

田円

ｬ
枝
て
ー
ン
｝
亦
心
仙
ロ
ー
－
一
な
つ
げ
、
い
≠
訴
一
げ

た
．
．
お
そ
ら
ノ
＼
そ
の
小
枝
子
の
こ

と
を
想
’
．
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
．
．
な
お
、
こ
の
歌
に
は
「
日

向
の
三
島
よ
り
人
へ
一
と
い
う
詞
書

が
あ
り
ま
す
．
．

　
と
こ
ろ
で
、
こ
の
歌
碑
は
昭
和
六

十
年
目
牧
水
生
誕
百
年
を
記
念
し
て

宮
崎
市
が
建
立
し
た
も
の
で
、
除
幕

式
は
昭
和
六
十
年
九
月
二
十
一
日
で

す
。
場
所
は
青
島
の
参
道
に
沿
／
．
て

建
て
ら
れ
て
お
り
、
目
に
つ
き
や
す

い
場
所
で
す
ぐ
に
わ
か
り
ま
す
．
．
ま

た
書
は
若
山
旅
人
さ
ん
に
よ
る
も
の

で
す
．レ

青
島
の
歌
碑

、
つ

こ“
・
つと引田丁平成3年5月号’

縮
踏
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「
生
き
る
」

　
　
　
　
と
い
う
こ
と

東
郷
町
立
病
院

　
院
長
甲
　
斐
　
敏
　
弘

魔
義

　
、
　
　
　
知
蓬
、

　
　
、
即
曳
、

　
「
人
生
を
如
何
に
生
き
る
か
？
」
と

い
う
問
題
は
、
主
に
青
春
時
代
に
は

職
業
選
択
を
も
含
め
て
大
き
な
問
題

と
し
て
感
じ
悩
み
も
す
る
も
の
で
す
．
．

と
こ
ろ
が
仕
事
を
得
、
結
婚
し
、
日

々
の
生
活
に
追
わ
れ
て
い
く
よ
う
に

な
る
と
、
い
つ
の
間
に
か
頭
を
よ
ぎ

る
こ
と
な
く
忘
れ
て
し
ま
い
ま
す
．

《§
β榎電

（　’，

ち☆虚

》鋳
　
し
か
し
病
気
に
な
っ
た
時
や
歳
を

取
一
．
て
身
体
の
自
由
が
制
限
さ
れ
て

き
た
時
、
我
々
は
「
自
分
に
も
人
生

の
終
わ
り
が
や
っ
て
く
る
の
だ
ろ
う

か
？
」
「
自
ら
の
人
生
の
結
末
は
何

時
な
の
か
、
痛
み
が
あ
る
の
だ
ろ
う

か
？
一
な
ど
「
死
」
を
意
識
す
る
よ

う
に
な
り
ま
す
．
．
特
に
健
康
で
病
気

】
つ
し
た
こ
と
の
な
い
人
に
と
っ
て

は
、
や
り
残
し
て
忘
れ
て
い
た
宿
題

を
い
き
な
り
目
の
前
に
広
げ
ら
れ
た

よ
う
な
も
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
、
そ

し
て
「
．
死
」
の
問
題
は
い
か
に
も
辛

く
苦
し
い
こ
と
の
よ
う
に
考
え
ら
れ

る
の
が
常
で
す
が
、
最
近
少
し
別
の

考
え
方
が
あ
る
よ
う
な
気
が
し
て
い

ま
す
．
．
「
．
死
「
を
考
え
る
こ
と
は
、

必
ず
し
も
暗
く
、
重
苦
し
く
辛
い
事

と
は
言
え
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
、
一

そ
れ
は
逆
に
「
．
生
」
を
考
え
て
、
過

去
を
反
省
し
、
許
し
を
得
る
過
程
に

似
て
い
る
面
が
あ
る
か
ら
で
す
。
死

に
方
を
考
え
れ
ば
考
え
る
ほ
ど
、
そ

こ
に
至
る
ま
で
の
自
分
の
あ
り
方
を

振
り
返
る
人
が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
ん
な
人
達
に
共
通
し
て
い
る
の
は
、

自
分
の
病
気
と
病
状
を
知
り
、
自
分

の
過
去
を
振
り
返
り
、
過
ち
を
詫
び
、

や
り
残
し
た
仕
事
を
整
理
し
、
死
を

迎
え
る
姿
で
す
。
そ
し
て
人
生
の
終

わ
り
の
数
日
、
数
時
間
は
と
て
も
穏

や
か
で
、
む
し
ろ
神
々
し
い
豊
か
さ

を
さ
え
感
じ
さ
せ
る
。
そ
う
い
う

「
死
に
様
」
が
あ
る
よ
う
で
す
、

　
「
死
に
様
一
は
、
不
思
議
な
こ
と

に
、
複
数
の
著
者
の
著
作
に
よ
っ
て
、

複
数
の
人
達
の
「
死
に
様
」
が
描
写

さ
れ
て
お
り
、
し
か
も
そ
の
描
か
れ

た
死
に
逝
く
人
々
が
、
驚
く
程
似
通

っ
た
雰
囲
気
を
獲
得
し
て
い
る
の
で

す
．
．
こ
れ
は
ま
た
海
外
の
著
作
に
も

同
様
な
人
達
が
い
る
の
で
す
．
一

　
我
々
も
自
分
に
と
っ
て
、
ど
ん
な

死
に
様
が
良
い
の
か
、
そ
の
死
生
感

を
つ
か
ん
で
お
く
べ
き
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
　
そ
れ
は
決
し
て
人
生
の

裏
側
を
見
る
こ
と
で
は
な
く
、
積
極

的
に
人
生
を
生
き
て
い
く
、
「
生
き
き

る
一
こ
と
に
つ
な
が
る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
、
自
分
の
肉
体
が
そ
の

終
わ
り
を
迎
え
る
ま
で
生
命
を
燃
焼

し
尽
く
す
と
い
う
意
味
で
、
】
つ
の

視
点
を
与
え
て
く
れ
る
よ
う
な
気
が

し
ま
す
．
、

短
歌

尾
鈴
短
歌
会

・
Y
。
Y
●
7
●
Y
●
Y
●
γ
。
Y
●
了
。
7
∴
▼
∴
▼
●
T
●
Y
∴
▼
・
γ
●
Y
・
Y
●
γ
。
T
●
7
∴
▼
・
Y
∴
▼
∴
▼
∴
▼
●
T
・
7
●
Y
●
髄
▼
∴
▼

児
童
の

交
通
事
故
防
止
を
考
え
よ
う

　
小
学
校
の
入
学
式
も
終
り
、
新
入

生
も
元
気
に
通
学
し
て
い
ま
す
．
．

　
さ
て
今
の
時
期
は
通
学
時
の
交
通

安
全
の
し
つ
け
が
大
切
で
す
．
今
回

紹
介
す
る
の
は
信
号
機
の
無
い
横
断

歩
道
で
の
事
故
で
す
。
A
車
が
横
道

歩
道
の
そ
ば
に
来
た
時
、
児
童
が
渡

る
格
好
を
し
た
、
ま
だ
手
を
あ
げ
て
な

か
っ
た
が
A
車
は
用
心
し
て
横
断
歩
道

の
手
前
で
停
車
し
ま
し
た
．
一
児
童
は

〃
　
　
芒

竃
難
・

■

・
、
灘

A
車
が
止
ま
っ
た
の
で
、
手
を
上
げ

な
が
ら
走
っ
て
横
断
を
始
め
た
と
こ

ろ
が
、
A
車
の
後
に
つ
い
て
き
た
B
車

が
止
ま
っ
て
い
る
A
車
を
追
い
抜
い

た
た
め
、
走
っ
て
渡
ろ
う
と
し
た
児

童
を
A
車
の
目
の
前
で
跳
ね
て
し
ま

っ
た
、
児
童
は
日
頃
教
え
ら
れ
た
通

り
手
を
あ
げ
て
行
動
し
た
の
に
、
心

な
き
B
車
の
運
転
で
重
傷
を
負
っ
て

し
ま
っ
た
．
．
こ
の
よ
う
な
違
法
な
車

は
後
を
絶
た
な
い
こ
と
か
ら
、
私
達

は
い
か
に
、
児
童
を
交
通
事
故
か
ら

守
る
か
を
考
え
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
、
一　

横
断
歩
道
を
渡
る
時
は
左
右
を
確

認
し
て
、
　
「
走
る
な
。
歩
い
て
渡
ろ

う
．
．
」
と
し
つ
け
る
こ
と
が
交
通
事
故

防
止
に
つ
な
が
り
ま
す
。

夫
逝
き
て
｝
人
寂
し
く
過
す
目
々
枇

杷
は
今
年
も
青
き
実
を
つ
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
井
上
キ
ミ
エ

気
に
か
か
る
孫
の
入
試
を
思
う
夜
半

胸
の
鼓
動
に
】
人
お
の
の
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
植
田
　
イ
セ

春
浅
き
野
辺
に
茅
刈
る
我
が
近
く
即

か
ず
離
れ
ず
鶴
鵠
遊
ぶ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
黒
木
　
久
チ

過
ぎ
し
日
の
薬
草
ブ
ー
ム
を
想
ひ
つ

つ
医
者
こ
ろ
し
咲
く
芝
生
を
踏
め
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
若
藤
一
世

穂
芒
の
舞
い
て
さ
な
が
ら
吹
雪
に
も

似
た
る
枯
野
に
日
が
落
つ
る
な
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
本
多
　
茂
雄

交
通
事
故
の
発
生
状
況
二
二
月
末
累
計
）

計

．
　
　
　
1
椎
葉
村

諸
塚
村

北
郷
村

西
郷
村

南
郷
村

東3

ｽ
町

門
川
町

日
向
市

44 OIO 0 2 0 2
1

7 33 件
数

oiolOi　I 0 0 0

o
l
O
1
0
1

死
者

人
身
事
故　旨

S9iO　O　　i 0 2 0
I　　　I

Qig36 傷
者

　：
T1216　10 11 14 8

1
8
1
7
6
，
3
6
9
i

件
1
数 魏

※
死
者
　
全
国
　
2
3
5
3
人

　
　
　
　
県
内
　
　
　
　
1
1
人

※
東
郷
町
に
三
月
中
始
め
て
人
身
事

　
故
者
2
人
が
発
生
し
ま
し
た
、
．
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苦
情
や
要
望
は

行
政
相
談
員
へ

　
総
務
庁
の
行
政
相
談
員
と
し
て
、

再
び
仲
割
引
に
お
住
い
の
山
口
俊
］

さ
ん
が
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
、

　
行
政
相
談
員
は
、
役
所
の
仕
事
に

つ
い
て

　
↑
）
納
得
で
ぎ
㌔
な
　
い

　
②
こ
の
よ
う
に
し
て
欲
し
い

　
．
3
処
理
が
間
違
「
．
て
い
る

　
蓬
ど
う
ず
れ
ば
よ
い
か

　
5
処
理
が
遅
い

　
怠
不
親
切
な
扱
い
を
受
け
た

　
な
ど
の
苦
情
や
要
望
の
あ
る
方
々

や
、
こ
れ
ら
の
こ
と
で
、
ど
こ
に
相

談
し
て
よ
い
か
分
か
ら
な
い
方
々
か

ら
の
相
談
を
受
け
、
無
料
で
秘
密
を

守
り
な
が
ら
中
立
、
公
平
な
立
場
か

ら
そ
の
解
決
や
実
現
を
図
る
お
手
伝

い
を
し
て
い
ま
す
，

　
例
え
ば
、
道
路
、
交
通
安
全
、
登

記
、
税
金
、
年
金
、
保
険
、
環
境
衛

生
、
農
地
、
消
費
者
保
護
、
郵
便
、

労
働
基
準
、
建
築
基
準
の
問
題
で
困

っ
て
い
る
方
は
、
い
つ
で
も
お
気
軽

に
御
相
談
く
だ
さ
い
．
．

　
今
月
の
行
政
相
談
は
次
の
と
お
り

で
す
、

▽
日
時
　
5
月
2
1
日
置
9
時
～
1
5
時

▽
場
所
　
役
場
議
員
控
室

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
員

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
談

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
相

　
　
　
謡
　
・
　
・
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
俊

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
口

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山

送
翻
個
曲

　
熊
本
国
税
局
税
務
相
談
室
宮
崎
分

室
に
よ
る
税
の
定
期
相
談
が
次
の
と

お
り
実
施
さ
れ
ま
す
．
．

　
税
の
こ
と
な
ら
な
ん
で
も
相
談
に

応
じ
ま
す
の
で
お
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い

▽
日
時
　
5
月
m
日

　
　
　
　
〇
七
寸
～
6
上
寸

　
　
　
　
l
H
「
　
　
1
比

▽
場
所
　
日
向
商
工
会
議
所

身
体
障
害
者

　
　
　
巡
回
相
談

　
平
成
三
年
度
の
身
体
障
害
者
巡
回

相
談
が
次
の
と
お
り
実
施
さ
れ
ま
す
．
．

　
今
回
の
巡
回
相
談
で
対
象
と
な
る

方
は
、
障
害
の
程
度
が
重
く
な
’
．
た

と
思
わ
れ
る
方
、
身
体
障
害
者
福
祉

法
に
よ
る
補
装
具
を
申
請
さ
れ
た
い

方
で
す
．
一
な
お
相
談
の
対
象
と
な
る

の
は
、
今
回
は
肢
体
不
自
由
の
み
で

す▽
日
時
　
5
月
9
日

　
　
　
　
9
時
～
1
2
時
受
付

▽
場
所
　
西
郷
村
二
・
［
ー
ホ
！
プ
セ

　
　
　
　
ン
タ
ー

心
配
ご
と
相
談

▽
日
時
　
5
月
2
1
日
　
9
時
～
1
5
時

▽
場
所
　
老
人
福
祉
山

犬
の
登
録
と
注
射

　
犬
の
登
録
と
予
防
注
射
が
、
5
月

13

冾
ｩ
ら
1
6
日
目
で
各
地
区
で
実
施

さ
れ
ま
す
．
．
生
後
九
十
一
日
以
上
の

犬
の
所
有
者
は
必
ず
手
続
き
を
し
て

く
だ
さ
い
．
．

　
な
お
、
詳
し
く
は
各
組
特
長
さ
ん

か
、
役
場
環
境
衛
生
係
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
、

そ
ぼ

　
　
　
あ
り
ま
慧
ん
か
？

　
町
観
光
協
会
で
は
『
牧
水
庵
』
の

そ
ば
を
町
内
で
確
保
す
る
た
め
生
産

者
－
・
卜
呼
び
か
け
て
い
ま
す
が
、
今
年

は
申
し
込
み
が
少
な
い
よ
う
で
す
．

　
量
は
問
い
ま
せ
ん
の
で
、
販
売
で

き
る
方
が
あ
り
ま
し
た
ら
町
観
光
協

会
事
務
局
（
牧
水
公
園
ふ
る
さ
と
の

家
費
6
9
・
7
7
2
0
）
へ
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
．
．

　
な
お
、
買
い
取
り
価
格
は
殻
つ
き

の
ま
ま
で
一
キ
ロ
グ
ラ
ム
当
た
り
四

百
円
で
す
。

　
　
今
月
の
納
税
等

国
民
健
康
保
険
税
二
期

固
定
資
産
税
一
期

即
急

・
灯

　
忌
明
け
と
し
て
、
つ
ぎ
の
か
た
か

ら
町
社
会
福
祉
協
議
会
へ
社
会
福
祉

の
た
め
の
善
意
が
よ
せ
ら
れ
ま
し
た
、
．

　
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
一

◎
羽
坂
の
寺
田
晴
安
さ
ん
か
ら

　
（
清
さ
ん
・
9
0
歳
ご
逝
去
）

◎
小
野
田
の
本
多
茂
雄
さ
ん
か
ら

　
（
藤
夫
さ
ん
・
5
4
歳
ご
逝
牛
ご

◎
越
表
の
河
野
定
男
さ
ん
か
ら

　
（
辰
治
さ
ん
・
9
5
歳
ご
逝
去
）

◎
八
重
原
の
異
本
昭
一
さ
ん
か
ら

　
（
清
さ
ん
・
8
8
歳
ご
逝
去
）

◎
坪
谷
の
吉
田
重
一
さ
ん
か
ら

　
ρ
テ
ツ
エ
さ
ん
・
8
7
出
成
ご
箭
「
去
）

◎
諸
塚
村
の
飯
干
義
弘
さ
ん
か
ら

　
（
は
つ
え
さ
ん
・
7
9
歳
ご
逝
実
ご

曹：曙：母；尊

難
蓼態｛
嚢

（
三
月
届
出
分
）

出
生
お
め
鵜
、
と
、
つ

赤
ち
ゃ
ん
の
名
父
の
名
住

平
野
敏
明
　
馳
、
　
二
福

　
　
　
　
真
　
…
　
捗
．

結
　
婚
　
お
幸
せ
に

（川里 氏

越村

孝節
名

代美

福　日 一
向

所

死
亡
ご
冥
福
を
祈
り
ま
す

　
　
1
寺
田
　
・

橋hll・∫吉近i本本纏睾i縣
氏

清．清i憲．治…エー．夫 名
1

1

i

9〔．） 88 36　　95　…87　177　．54 年

歳 歳
歳…歳…歳…歳…歳

齢
1

羽…輩…
福日・：坪…坪1小　…野

…野
住

坂．原；瀬！田　谷 谷…田 所

　
◎
お
詫
び

　
町
報
四
月
号
の
県
知
事
表
彰
で
、

鶴
野
内
の
中
田
豊
さ
ん
の
名
前
が
間

違
コ
、
い
ま
し
た
．
．
お
詫
び
し
て
訂

正
し
ま
す
．
．
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